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のも結構あるんです。これをやっぱり相手

が主導ですからね。おっしゃられたように、

人材は大丈夫ですよと。建物もありますよ

と。中小企業もあるし職業の集積もありま

すよというのを長井独自のものがこの周辺

でどうなんだということを箇条書きにでき

る、あるいはそれがパンフレット等になる

ようなものでやっぱり回っていかなきゃい

けない。関東自動車工業でもそれは山形県

がやるのであればぜひ一つかましてくれと、

長井もというふうに行かないといけないも

のだろうと思います。 

＋ ＋

  人員は全体が減っておりますから、ふや

すというのはなかなかいきませんが、適材

適所で、今のやっぱりこれもだれでもいい

というわけではなくて、それから得意不得

意があるし、そういうところにうまいとい

う人もいるのですね。そういった適材適所

を考えながら人的配置をして、できればそ

れに強化するんであればそれにプラスをし

ていくと。若い次に進むような人もその後

輩として連れて歩くというふうにしなけれ

ばいけないなと。いずれそういう方が補佐

になったり課長になったりすると、今度は

別の用事が出てきて、そういう専門という

のはなかなかできなくなるという、それも

心配がありますからね。おっしゃるとおり

だと思っています。 

○大沼 久議長 ３番、大道寺 信議員。 

○３番 大道寺 信議員 時間ですので終わ

りたいと思いますが、最後に一つだけ。い

わゆる団塊の世代の退職者というのが非常

にふえてくるというのが前から言われてい

るわけですが、こういう方々もやっぱり必

要人材で地域提案型のところでそういう

方々も手伝っていただくと、Ｕターンみた

いな格好でいただくという、今その人たち

の争奪戦というのが各自治体始まっている

のですよね。その辺も含めてトータル的に

やっぱり長井の雇用政策というのをどうす

るかということをぜひこれからも検討いた

だきたいということを申し上げて質問を終

わります。 

  ありがとうございました。 

○大沼 久議長 ここで、昼食のため暫時休

憩いたします。 

  再開は、午後１時といたします。 

 

 

     午後 ０時０１分 休憩 

     午後 １時００分 再開 

 

 

  我妻 昇議員の質問 

 

 

○大沼 久議長 休憩前に復し、午前に引き

続き会議を再開いたします。 

  市政一般に関する質問を続行いたします。 

  次に、順位８番、議席番号１番、我妻 

昇議員。 

   （１番我妻 昇議員登壇）（拍手） 

○１番 我妻 昇議員 豪雪の苦しみからよ

うやく逃れることができ、いよいよ花の長

井の開幕であります。 

  長井に訪れた観光客が満開の花々に心か

ら満喫し、また来てみようと満足して帰ら

れることを願いながら質問をさせていただ

きます。 

  ２期８年の公約のもと始まった目黒市政、

改革前進の名のとおり、できることから着

実に改革をし、一歩一歩前進してきた７年

と２カ月であったと思います。なかなか進

まない国の公務員制度改革、それをよそ目

に、長井市では職員の定員適正化や給与制

度改革、民間でできることは民間にと積極
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  そこで私は今回その中でも観光に焦点を

当て、後に述べます「まちなか観光元年」

を市民の力と行政の力を終結させた形で成

功させるべく質問をしてまいりますので、

的確なご答弁をお願いいたします。 

的な民間委託を推し進めてきました。同時

に、公債費負担適正化計画、土地開発公社

の経営健全化計画などにより、市の借金を

着実に減らし、将来につけを回さない財政

再建に取り組まれてきました。 

  まず最初に、松ヶ池公園多目的広場につ

いて質問をいたします。 

  これら一連の改革の成果により、スリム

化を果たした自治体として全国に誇れる長

井市となることができたのではないでしょ

うか。その中でも、ワタリ廃止は非常にイ

ンパクトが強く、問い合わせが殺到。現在

に至っては市町村はもとより都道府県にお

いてもこれに着手し、長井市はまさにお手

本となっております。 

  これはつまりつつじ公園のグラウンドと

いいますか、ほとんど現在は駐車場として

使われているところを舗装し、しっかりし

た駐車場に整備するものだと思いますが、

そもそもこの工事の目的は何か。規模や総

工費、駐車可能台数など工事概要、また現

在工事がストップしているようであります

が、その遅れの原因、完成予定などを建設

課長にお聞きをいたします。 

  功績を挙げればきりがないほどあります

が、私が感じる目黒市政の一番の功績は、

市民活力が向上し、市民運動が盛んになっ

たことであろうと思っております。長井市

が改革に一生懸命であればあるほど、自分

も何かしなければという感情が市民の間に

生まれてきます。ボランティア団体やＮＰ

Ｏ団体は性別、年齢の枠を超え急速にふえ

てきました。また、既存の組織団体であっ

ても、まちづくりに対する取り組みが際立

って盛んになってきています。特に青年や

女性団体の元気のよさは不景気をも跳ね飛

ばし、長井の未来は決して暗いものではな

く、明るく輝くものであることを確信させ

てくれます。 

  次に、この場所は駐車場である前に以前

は市民の憩いの場として活用されてきたと

思います。過去どのような利用があったの

か。市民の反応はどうだったのか。また駐

車場としてとらえた場合の状況はどうだっ

たのか。その際、利用者からの苦情や警察

からの注意などがなかったか。商工観光課

長の答弁をいただきたいと思います。 

＋

  （３）は白つつじまつり期間中と書きま

したが、それに限らず、この駐車場が完成

した後、ここはどのような役割を果たして

いくかであります。単に駐車場としての機

能しか持たせないのかどうか。イベント会

場として使用したり、スポーツ大会の開催

なども考えているのかどうか。また、今後

はだれが管理するのかも商工観光課長にお

答えをいただきたいと思います。 

  今後、第四次基本構想でうたう協働のま

ちづくりがより具体的に前進するかどうか

はこうした市民活力に行政がついていける

かどうかにかかっているとさえ言えるので

はないでしょうか。多少問題はあるものの、

このたび上程されている各種事業の委託を

成功させるのも、またことし目白押しであ

る全国規模のイベントや、事業を成功させ

るのも、すべてこうした市民活力が欠かせ

ないものであると思います。 

  有料化については、市長並びに商工観光

課長に質問いたします。 

  まず、私はここ数年白つつじ公園に人が

多く集まるようになったのではないかと感

じています。真っ白に輝くつつじの花びら
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が満面に咲き乱れた姿は、まるでそこだけ

雪が積もったかのような錯覚を起こさせ、

周りの新緑とのギャップで魅力は倍増し、

人々の心を奪うのだと思います。 

＋ ＋

  一方、ことしの黒獅子まつりは例年の開

催日よりも１週間早い５月20日土曜日に開

催されると聞きました。理由は１週間早め

ることによって、白つつじが最盛期に近い

状態のときに黒獅子まつりを開催できるし、

ゴールを白つつじ公園にすれば、相乗効果

が生まれ、観光や経済に効果を及ぼすと考

えたからだろうと思っております。 

  黒獅子まつりは唯一無二の祭りです。観

光協会はこうした考えを踏まえ、全国どこ

にもない黒獅子まつりと、白つつじまつり

に本腰を入れて取り組むようであります。 

  しかし、私がここで心配しているのは、

この駐車場のことです。黒獅子まつりの次

の日、つまり５月21日は白つつじマラソン

もあり、大混雑が予想されます。ことしだ

けでなく来年もまたその次の年も同じよう

に重なるのではないでしょうか。昨年は数

件のトラブルがあったと記憶しています。 

  私はこうした条件を踏まえると、この駐

車場を白つつじが咲いている期間だけでも

有料にして、その管理運営を委託してはど

うかと考えています。安全な管理体制を構

築することができるし、若干の利益も得る

ことが可能になるのではないでしょうか。

ことし大きく変貌する黒獅子まつり、そし

て白つつじまつり、ここの駐車場、今期に

間に合わないとしても、来年有料化できな

いものでしょうか。 

  協力金の形、形式もあると思います。メ

リットやデメリット、ほかの観光地の状況

など、市長並びに商工観光課長にお伺いい

たします。 

  毎年下がる一方の委託料で苦しんでいる

観光協会が新企画で挑戦するこのお祭り、

管理委託の可能性も含めてご答弁をお願い

したいと存じます。 

  次に、まちなか観光元年とも言える2006

年の方針について伺います。 

  最初にこれまで小規模ではあるものの、

まちなか観光はこれまでもあったのだろう

と思います。文教の杜や、桑島記念館を巡

るガイドつきの観光であったり、最近です

と、フットパスコースを歩いたりとさまざ

まなまちなか観光がされてきたと思います。

そうしたこれまでの取り組みと、その観光

客の皆さんの反応はどうだったのか、伺い

たいと存じます。 

  私はなぜ「まちなか観光元年」と申し上

げたのか。それはことしの桜観光にこれま

でだれも経験したことがないほどの大きな

動きがあるからです。ＪＲ東日本やＪＴＢ

など、旅行代理店10社が「長井のまちなみ

と桜」、「フットパスコースと桜」といっ

た観光新商品を売り出したと聞きました。

果たしてその観光新商品とはどんなものな

のか。まちなかを歩く観光客の見込みはど

のくらいなのかを教えていただきたいと思

います。 

  （３）の受け入れ態勢でありますが、私

は現状で観光客がまちを歩いた場合、おも

てなし観光とはほど遠いお粗末な対応にな

るのではないかと懸念しております。ガイ

ドの方を言っていることではありません。

商店街や各事業所、地区の方々や子供たち、

営業の車や貨物の車などなど、つまり市民

全員の理解なしにこのまちなか観光やおも

てなしは成功しないと思います。 

  昨年、こうした現実を目の当たりにしま

した。ガイドがついてフットパスコースを

見学に来た人たちがいました。市内中心部

を歩いていた一行にある車が邪魔だと言わ
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んばかりに結構なスピードであおってきま

した。その方たちはしばらくそこに立ちす

くんでしまい、ガイド役の方が頭を下げて

謝っていました。 

  まちなか観光元年とも言うべきことし、

長井市ではどのような受け入れ態勢を考え

ているのか。市民への周知をどのように図

り、どのように市民活力を生かした観光を

成功させることができるのか。市長の考え

をお聞きしたいと思います。 

＋

  全国フットパスシンポジウム、ＲＯＢＯ

－ＯＮＥ全国大会などなど、多くのビッグ

イベントを抱えることしの長井市が恥をか

くことのような取り組みを願うものであり

ます。 

  最後に、４月22日から23日に行われます

桜シンポジウムについてお伺いします。 

  市長の施政方針にもありました。花の長

井の開幕にふさわしい全国規模の桜シンポ

ジウムを開催するとありました。果たして

どのようなシンポジウムなのでしょうか。 

  なぜ西置賜に桜の古木が多いのか。その

なぞに迫るというのは大変興味深い話であ

り、私もぜひ参加したいと思っております。

しかしせっかく全国規模で人を集め、意義

あるシンポジウムを開催するのなら、観光

に生かさない手はないと思うのであります。

前の質問で述べたまちなか観光に生かすべ

きだと思っております。しかも桜最盛期の

時期です。学術研究の発表だけに終わって

はもったいないと思います。 

  そのためにも早い時期から商工観光課や

観光協会との打ち合わせをし、協力要請し

なければならないはずですが、今や準備不

足は否めないと思います。 

  桜回廊は既に１月の時点で話し合いが持

たれ、広報やポスターの原案が出てくるの

ではないでしょうか。一体これまでどのよ

うな準備をされてきたのか。商工観光課や

観光協会との連携、協力体制は取れるのか

どうか。文化生涯学習課長にお尋ねし、補

足があれば商工観光課長にも答弁をお願い

いたします。 

  このシンポジウムが縦割り行政の象徴に

ならないことを願いながら壇上からの質問

を終わります。 

  ご清聴ありがとうございました。 

○大沼 久議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 我妻昇議員のご質問にお答

えをしながら、私も意見を述べたいと思っ

ています。 

  まず、整備の概要と現在の状況について

詳しいところは建設課長でありますが、ち

ょっと概要だけ申し上げますと、松ヶ池の

多目的広場、これは駐車場だけではありま

せん。市民文化会館がイベントあるいはコ

ンサート等、いろいろなイベントをする場

合の駐車場にまず利用していたと思います。

ただ、山土の地面が多いために、雨降った

り、降雪、雪の場合には水はけが非常に悪

くて、ぬかるみや水たまりができて苦情が

あって、大変ご不便もおかけをしたと。こ

のため平成17年11月９日に、その前の日に

渡辺えり子さんのイベントがありましたの

で、そこにあれは女性を中心に７割、８割

女性だったのですが、満杯になりましたね、

講演会でですね。そのときに使うものです

から、次の日から工事の完成を目指したん

ですが、おととしですと12月いっぱいやれ

たという頭の中が、12月３日に雪が降っち

ゃって、このときから本格的に積もって、

ほぼ１カ月もできないことになりまして、

大変遅れて、これは読み違いもあり、ご迷

惑をおかけした、ご心配をおかけしたこと

にお詫びを申し上げたいというふうに思い

ます。しかし、これは３月30日まではぜひ
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当初の整備を完成したいと思っております。 

＋ ＋

  内容としては、駐車場が小型車で82台分、

大型車７台分はこれはアスファルト塗装を

したいと。それからバスケットボールのハ

ーフコートを設置したいと。それからあそ

このトイレが非常にひどいというのもあり

ましたから、トイレの水洗化もしたいと思

っているところであります。なお工事完成

に合わせて、観光協会の皆さんから、それ

から市内の観光協会の役員もしていらっし

ゃる皆様が多いですね。照明灯６基ご寄付

をいただくと。これも大変市民の皆さんか

ら本当にご寄付をいただくわけでありまし

て、ありがたいことだというふうに思って

おります。この照明灯がしっかりと常時、

あるいは必要なときにあそこを照らすこと

ができれば、夜間の利用がぐっと広がりま

すし、それから夜間の犯罪上の防止とか、

そういったものにも非常に寄与させていた

だけるのではないかと。そこまで予算を組

んでおりませんでしたから、今後はやっぱ

りつつじまつりを初め、フットパスなど、

長井市の観光を全国にアピールする上で臨

時の駐車場にもできますし、集合場所にも

できるし、それからやっぱりイベントにも

使えるような、ただそこを使う場合には今

度はそこの夜間とまっている皆さんなんて

いうのはちょっと出ていただかなきゃいけ

なくなるし、いろいろなやっぱり管理が必

要、大変だと思います。次の日はつつじマ

ラソンだと。ご心配のとおりですから、そ

ういった意味でこれはしっかりと管理をし

て有効に使わせていただきたいものだとい

うふうに思っております。 

  なお、詳細につきましては、今の状況に

ついては建設課長に説明をさせていただき

たいと思います。 

  期間中の有料化ですね。議論は私は百出

だと思いますね。常時ということになると

やっぱり人件費とか何とかということにも

なってくるし、我妻議員が言われるように、

つつじのときだけということであれば、そ

れはそれなりに取れると思うんですね。採

算性だとか、何とか。普段はあそこはつつ

じばっかりじゃなくて、まちなかの皆さん

がやっぱり朝なんかは非常に散歩していた

だけるまちなかの公園としては全国でもや

っぱり珍しいものだと思うんですね。公園

というのは少し外れたところに大きくある

というのが多いんですが、長井のつつじ公

園の場合には本当にまちなかにあって、非

常にいい公園だということですので、常時

という場合は私はやっぱりかなり抵抗があ

るのではないかと思いますが、期間中等に

ついては十分に検討に値することではない

かと。 

  観光協会の三役及び事務局の皆さんと私

とあのときは課長が忙しかったから松木補

佐だったかな、２月にお話をしたことがあ

ります。そのときもちょっといろいろ議論

百出しました。ですからここはやっぱりま

ずことしに間に合うかどうか。それから来

年以降どうするかということで、管理を含

めて有料化についてぜひ検討をしていきた

いというふうに思っているところでありま

す。 

  これまでのまちなか観光は、正直言って

観光ボランティアガイドの皆さんに頼って

いたというか、頼りきりみたいなものでし

た、正直言えば。それは市内の皆さんから

観光ボランティアの方が非常に桜やつつじ

やあやめやいろいろな面でご協力をいただ

いてきましたから、そして非常に評判のい

い方もいらっしゃって、その人指名のリピ

ーターもいらっしゃるわけで、それは素晴

らしいと私は思いますが、やっぱりこの皆
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さんに本当に気持ちよく活動していただけ

るように、それから多少のジュースである

とか、そういうこともやっぱり考えていか

なければ全くのボランティアでいいのかと

いうのがあると思いますね。ＮＰＯまでな

かなかいかないのかもしれませんが、こう

いう問題は。萩なんかにも行くと観光ボラ

ンティアガイドの方が物すごく層が厚くて、

特に歴史になると77歳の女の人、とうとう

と言うのですよ。古い歴史なんていうのは

私の方が若い人より詳しいのよと。こうい

う話をストーリー性があって非常に面白か

ったのを覚えていますから、やっぱり単な

る若ければいいというものではないわけで

すし、これからやっぱりまちなか観光を本

格的に考える上では、観光ボランティアさ

んの協力を得ながら、本当に具体的にどう

やっぱり市民として盛り上げていくのか。

やっぱり近隣の商店街の皆さんもそうです。

市民の皆さんもそうです。さっきの物すご

いスピードの車の話等も心ない人はいつど

こでも何人かはいるかもしれませんけれど

も、そういうふうにならないようにしてい

かなければいけないのではないかと思いま

す。 

  我妻議員が言われるように、ＪＴＢなど

10社が新たに桜回り、長井に、置賜さくら

回廊を中心にですが。例えば海外からも中

国が非常にふえていらっしゃる。新潟空港

で降りられて、ずっと仙台に行くときにず

っとこの辺を通って、やっぱりご案内して

仙台からまた帰っていくとかというコース

も組みながら、海外の皆さんも案内するよ

うな一つの商品とか、いろいろな面でここ

も置賜さくら回廊を中心に当たってきまし

たから、注目を集めていただきましたし、

フットパス等の看板等もこれからもっとも

っと設置できるわけだし、やっぱり「長崎

ぶらぶら物語り」の本のヒットとか、映画

のヒットから始まって、歩く観光というの

でしょうか。歩いて楽しんでいただく観光

というのは全国的に非常に素晴らしくなっ

たわけで、これはテレビのドラマかもしれ

ませんけれども、「風のハルカ」で食品祭

がスタンプを押して、何もそこに一箇所に

集めるんじゃなくて、その家々とか、その

商店商店で300円からそういうので全部食べ

歩きできるような、そういう食品祭が、大

分なんていうのはやっぱりあそこは一村一

品ですからね。当たっているわけですよ。

しかもあのテレビの最後の番組に必ず市町

村の一村一品が出てくるわけでしょう。あ

れ食ってみたいというのがあると思います

よね。ああいうのを本当に時間かけてみん

なで盛り上げてきたわけですから、長井市

もまちなか観光を今度は本格的に取り組む

ために、これは観光協会の方と連携しなが

ら、やっぱり町内会の皆さんもそうですし

ね、若い青年団体の皆さんや女性の皆さん

や、いろいろな皆さんのご協力を得て盛り

上げていかなきゃいけないと。 

＋

  特につつじ、それから黒獅子、黒獅子も

やっぱりかなり冒険だと思います、あれは。

冒険だと思いますけれども、今までを変え

るわけですから。出発をどこにするか２年

に一遍別のところから出発するとか、コー

スをどうするとか、いろいろあると思いま

すが、あそこはやっぱりせっかく最終ゴー

ルにしていただければ、ちょうど白つつじ

の一番咲いているときに当たってくださる

可能性があるわけですから、そういった意

味でしっかりとやっていかなければいけな

いというふうに思っているところでありま

す。 

  私の話は非常に概括的ですので、残余は

商工観光課長、建設課長、文化生涯学習課
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＋

長が。 

＋ ＋

  桜シンポジウムもぎりぎりまでなかなか

講師とか何とかということが決まらなくて、

それから予算の関係なんかもあって、ちょ

っと今のところ今までのようなスタイルで

すね、せっかく来ていただくのにシンポジ

ウムをして、それからせいぜい桜をずっと

回っていただくぐらいしか考えていません

が、フットパスなんかはかなり先行してい

ますから、コースをいっぱいつくってかな

り大規模にカヌーの方も行くんだと、ある

いはダムのてっぺんまで行って散策路行っ

て、そして奥の院まで行くコースもつくる

とか、さくらんぼ狩りのコースまでも入れ

たんですが、そういったやっぱり準備期間

があったわけですが、桜シンポジウムはち

ょっとそういう意味で準備期間も足りなか

ったし、予算等もあれですが、これはやっ

ぱりフットパスのシンポジウム、全国シン

ポジウムと比べられますから、やっぱり知

恵を出して今からでもできることは何か、

縦割りのあれにならないようにひとつ全市

で迎えるようにしていきたいというふうに

思っております。 

  以上です。 

○大沼 久議長 那須宗一商工観光課長。 

○那須宗一商工観光課長 我妻議員のご質問

にお答えをいたします。 

  まず最初に、松ヶ池公園の多目的広場の

過去の利用状況でございますが、これまで

は保育園の運動会や体験活動の場としての

グラウンド利用が大体１割でございまして、

あとほとんどが市民文化会館や多数の利用

者団体などの臨時駐車場として使ってまい

りました。平成16年度の私どもの方に利用

申請された方、82件ございまして、平成17

年度についてはこれまで67件ございます。 

  白つつじまつり期間中の利用状況でござ

いますが、土日や花の満開時は議員もご承

知のとおりほぼ満車の状態になっていると

ころでございます。利用者からの苦情など

でございますが、ただいま市長からもござ

いましたとおり、雨天の場合のグラウンド

がどろどろといった状態になって汚れると

いうことや、晴天が続きますと地ぼこりが

たって周り露店の皆さんに大変迷惑をかけ

ているのかなということがございます。 

  続いて白つつじまつり期間中における役

割でございますが、このお祭り期間につい

ては市内外からたくさん多くの人が訪れま

すので、長井の最上川フットパスの10ルー

トについてＰＲする絶好の機会だなという

ふうに考えております。この広場の中にフ

ットパスの案内看板も設置しておりますの

で、駐車した観光客の皆様方に何とかまち

なかへも誘導して歩いていただけるように

パンフレットなどによるＰＲを考えてまい

りたいというふうに思っております。 

  この広場の管理でございますが、貸し出

しなどの部分につきましては私の方の商工

観光課で行っておりまして、ハード面の整

備は建設課で行っているところでございま

す。 

  期間中の有料化は可能かというふうなご

質問がございました。市長からもございま

したが、このたびの整備につきましては多

額の予算を要しております。確かに受益者

負担の原則から利用者の方々より幾らかの

負担をいただくというのが一つの考え方だ

というふうに思いますけれども、料金徴収

をするためにはある程度の整備投資や人件

費の経費なども相当考えなければならない

というふうに思います。そういった面から

費用対効果というところも検討しなければ

ならないのではないかというふうな考え方

を持っております。この分については先日
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行われました観光協会の三役会の席でもそ

ういった考え方が出されたところでござい

ます。 

  まずは市民の皆さんや観光客の皆さんが

気持ちよくお祭りや公園を楽しんでいただ

く環境をどうつくっていくかというふうな

ことを考えてまいりたいと思いますので、

議員のご意見の内容も十分含めまして検討

をしてまいりたいというふうに思っている

ところでございます。 

＋

  なお、置賜地域の花公園の部分だけでい

いますと、駐車料金をいただいているとこ

ろはないというふうに聞いているところで

ございます。 

  あと多目的広場の管理委託の可能性とい

う部分でございますが、この部分について

は公園全体の管理のあり方という部分につ

いて指定管理者制度の導入なども含めて総

合的に検討していかなければならない問題

だというふうに考えております。 

  これまでのまちなか観光の取り組みはと

いうふうなことでございますが、これまで

の実績といたしまして、平成15年度、まち

なか散策街道事業でのまちなかガイドでは、

75件で212名の方。平成16年度からはボラン

ティアガイド黒獅子の里案内人によりまし

て10件114名。17年度は10件167名のお客様

をまちなかへご案内しているところでござ

います。 

  ことしのまちなか観光と観光客の見込み

はというご質問でございますが、旅行エー

ジェント４社から商工観光課へボランティ

アガイドの依頼をいただいております。そ

のほかにもバスツアーの問い合わせなどい

ただいておりまして、観光の中でも歩く、

体験する、学ぶといったことが大変注目さ

れております。フットパスルートを歩く、

もてなしの心での体験、ガイドと一緒に学

ぶといったことをキーワードにまちなか観

光を考えていきたいと思っております。こ

の部分につきましては関係の団体の皆様の

ご協力が欠かせない部分でございますので、

改めて話し合いなど持たせていただきたい

というふうに思っております。 

  長井市内にはまだまだ隠れた観光資源が

あるのではないかなというふうに思ってお

ります。おいでいただいた方にもう一度来

てみたいと思っていただけるようにしてま

いりたいというふうに思っております。 

  ご質問にございましたＪＲの企画でござ

いますが、最上川河川緑地公園からタスま

でのフットパスルートを歩きながら最上川

千本楼を見るというふうなコースでござい

まして、４月15日から30日まで実施の予定

でございます。ＪＴＢの企画については、

荒戸駅から長井駅までフラワー長井線に乗

りまして、長井駅から今度は市役所の前を

歩きまして最上川フットパスコースに入り

まして、そこを歩いてタスまでのルートを

歩きながら千本桜を見るというふうなコー

スでございまして、このコースについては

４月14日から５月１日まで実施の予定でご

ざいます。この二つの企画で私どもが考え

ておりますのは、およそ500人か600人ぐら

いの方がご参加いただけるのかなというふ

うに今のところ考えているところでござい

ます。ＪＴＢの商品については現時点でま

ず３日分の実施は確実になされるというふ

うなことを聞いているところでございます。 

  あと受け入れ態勢は万全かというご質問

でございました。まちなかに観光客を誘導

いたしまして、商店街やまちに活気をもた

らす有望な観光資源の存在は長井にとって

大変重要な観光資源でございますが、これ

を本当の意味で生かすという分でいいます

と、施設の整備、ハードの部分だけでなく

―１１９― 



 

＋

て、やっぱりおもてなしの心というのが大

変重要になってきますし、この部分でいえ

ば市民の皆様方のご協力が不可欠というふ

うに思っております。現段階ではその部分

の取り組みについて系統だったものにまだ

なっておりません。これからも関係団体の

皆様との話し合いなどを含めて協力いただ

きながら案内人やもてなしの仕掛けなどを

つくってまいりたいというふうに思ってい

るところでございます。 

＋ ＋

  最後に桜シンポジウムの件でございます

が、私ども商工観光課といたしましては、

桜シンポジウムにおいでになる皆様方から

の意見を参考にして、今後どのような形で

観光に結びつけられるかというようなこと

を検討して観光振興に生かしていきたいと

いうふうに思っております。あわせまして、

桜の問い合わせなどもこれから非常に多く

なりますので、桜シンポジウムの開催につ

いても商工観光課としてＰＲをしてまいり

たいというふうに考えているところでござ

います。 

  以上でございます。 

○大沼 久議長 浅野敏明建設課長。 

○浅野敏明建設課長 それでは整備工事概要

の現在の状況についてお答え申し上げたい

と思います。 

  先ほど市長からもお話がありましたので

すが、松ヶ池公園多目的広場整備工事の内

容としましては、駐車場スペースとして舗

装工3,650平米でございます。この舗装につ

きましては、市民の皆さん、そしてよそか

ら来られたお客様が気持ちよく利用できる

ように、通常の黒舗装でなく、骨材の色が

表面にあらわれる脱色アスファルト舗装と

いうのを採用しております。駐車場のスペ

ースでございますが、すべて区画線を引く

というようなことでなく、角のみの設置と

なります。先ほどとだぶりますが、小型車

82台、大型車７台分となります。また従来

の北側の駐車場でございますが、新たに２

カ所出入り口を整備したこともありまして、

新たに区画線を引き直します。60台分を確

保する予定でございます。その他排水溝160

メーター、それからバスケットボールハー

フコート１面の設置、それにトイレの水洗

化工事であります。あわせた工事請負費で

ございますが、2,572万4,000円というよう

なことになります。工期については当初年

内中完成の予定で施工計画を立てておりま

したが、12月の思わぬ豪雪のためアスファ

ルト舗装ということもありまして、無理を

しないで３月末までの工期にしたところで

ございます。ご理解をお願いしたいと思い

ます。 

  現在の状況でありますが、県道からの出

入り口の整備を施工中でございます。多目

的広場につきましては、昨年中に路盤工ま

で完成しておりましたので、除雪を行いま

して、３月30日までには舗装、そして区画

線を設置する予定で進めたいと思います。 

  以上です。 

○大沼 久議長 梅津敏昭文化生涯学習課

長。 

○梅津敏昭文化生涯学習課長 我妻議員のご

質問にお答えしたいというふうに思います。 

  まず初めに、花の長井の開幕にふさわし

い全国規模の桜シンポジウムということで

ございますが、桜シンポジウムは昨年７月

14日に草岡の大明神ザクラが国の天然記念

物に指定されたのを機会に、置賜に桜の古

木が多いのはどうしてなのか。桜と地域と

のかかわりについて学術的にはどうなのか。

まちづくりのかかわりはどうなのかと。い

ろいろな方面からご意見を発表していただ

いて話し合いをしていただこうということ
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で計画をさせていただいたところでありま

す。明治大学の小川和佑先生に「桜と日本

人」ということで基調講演をしていただき、

「桜と塚」、「植物から見た桜」、「塚と

葬送」、「古代の花見」、「桜とまちづく

り」というテーマでいろいろな立場から発

表をしていただきまして、「日本人と桜の

おつき合い」というテーマで討論をしてい

ただくものであります。桜をテーマに植物、

文学、歴史、文化の分野からのシンポジウ

ムは余り例がないというようなことで、花

の長井の里で桜についてのシンポジウムを

開催できるということは本当に素晴らしい

ことだというふうに思っております。 

  花の長井の開幕にふさわしい桜シンポジ

ウムということですが、シンポジウムとい

うのはそんなに華やかなものではありませ

んけれども、精一杯準備をしまして、そし

て真心を持ったおもてなしということをさ

せていただきまして、参加された方々に喜

んでいただけたらいいのではないかという

ように考えております。 

  それから学術研究の発表会に終わるべき

ではないということでございますが、シン

ポジウム開催に当たりましては、多くの

方々においでいただきたいというようなこ

とで、ＰＲについては置賜桜回廊のチラシ

に掲載をしていただいたり、長井市のホー

ムページの活用、それから市広報誌、マス

コミの活用、そしてダイレクトメールでは

県内の教育委員会、そして観光協会、それ

から全国組織の日本桜の会、それから日本

花の会、そして各大学などにポスターとチ

ラシを送って、参加者は大体400名規模ぐら

いで行いたいというように考えておるとこ

ろであります。そしてまたせっかく市外か

らも長井においでいただくというようなこ

とで、シンポジウムが終わってから、この

シンポジウム２日間にわたるわけでありま

すけれども、翌日は午前中で終わりという

ような日程になっておりますので、せっか

くおいでになったときに国の指定された久

保ザクラ、それから草岡の大明神ザクラ、

これは当然見ていただきたいと思いますし、

さらには４月の15日から５月28日まで古代

の丘の資料館において「桜と塚」というよ

うなことで企画展を開催しておりますので、

それもぜひ見ていただきたいというように

思います。そして先ほどいろいろとお話が

ございました。市長からもありましたけれ

ども、みずはの小道と今ありますけれども、

みずはの小道などを一応散策していただい

たり、それからまちなかの桜をゆっくり眺

めていただくと。そしてさらには昔の商店

街の面影が残っているあら町商店街なども

ぜひ散策をしていただきたいなと思ってい

ますし、文教の杜などにもぜひ足を運んで

いただきたいと。そして長井を満喫してい

ただいて次回はぜひ観光にもおいでいただ

きたいというように思っておりますので、

ぜひ観光面でのＰＲもしていきたいという

ように考えております。 

＋

  それから次に企画、それから準備がちょ

っと遅かったのではないかというようなお

話でございますが、先ほど申し上げました

ように、草岡の大明神ザクラが国の天然記

念物に指定されたことで、長井市にはこれ

で久保ザクラと合わせて２本の国指定の天

然記念物の桜があることになります。これ

については余り例のないというようなこと

で、できるだけ早い時期に桜に関係した事

業を何か展開したいというように考えてお

ったところです。それで18年度の予算要求

でシンポジウムの企画を承認いただきまし

て、ちょっと遅くなりましたが、１月を過

ぎてから一応準備に入ったということで、
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先ほど市長からもございましたけれども、

予算の問題、それから講師との交渉という

ようなことをこれまでやってきております。 

＋ ＋

  そして、このシンポジウムについては、

できるだけ桜の開花期間にやりたいという

ような思いもありまして、本当に短い準備

期間でありますけれども、一生懸命成功さ

せたいというようなことで今準備を進めて

いるというようなところであります。 

  それから商工観光課との協力体制であり

ますけれども、先ほど商工観光課長からも

ありましたが、商工観光課の方でもこの時

期については非常に忙しい時期になってく

るというようなことで、観光ボランティア

ガイドの方もとにかく人手が足りないとい

うような状況があるということで、お互い

に人的な協力が非常に難しいというような

ことがあります。そのようなことから、桜

回廊のチラシにシンポジウムの開催の記事

を載せていただいたり、それからこれから

草岡の大明神ザクラのところ、それから久

保ザクラの近くにシンポジウム開催の看板

を建てる予定です。そのような看板なんか

も一応ご案内いただきながら、ぜひシンポ

ジウムに参加されるようにＰＲをお願いし

ていきたいなというように思っているとこ

ろです。 

  それから縦割りの問題でございますが、

このたびの事業は一応文化生涯学習課の文

化係が中心になって現在進めております。

ただ文化係だけではこれはできる問題では

ありませんので、教育委員会、そして関係

課、さらには関係団体にも協力をお願いし

ながらできるだけ万全の体制を整えて進め

ていきたいというように考えているところ

であります。 

○大沼 久議長 １番、我妻 昇議員。 

○１番 我妻 昇議員 ありがとうございま

した。 

  まず駐車場のことなんですけれども、い

ろいろ苦情というか、使いづらかった、雨

の日なんかも使いづらいし、乾いてからも

わだちができていたりして、非常に使いづ

らいというような苦情もあったということ。

あと幼稚園の運動会なんかでは少し使って

いたが駐車場の使用がほとんどで、それで

今回これで整備したということなのでしょ

うけれども、駐車場にしないでほしいとい

うような話はなかったですか。例えばそう

いう運動会とか、ソフトボール大会だとか、

いろいろなことに使いたいんだと。舗装さ

れると困るというような話はなかったです

か。どちらに聞けばいいのかな。建設課長

ですか。 

○大沼 久議長 浅野敏明建設課長。 

○浅野敏明建設課長 お答えいたします。 

  直接はなかったんですが、土のグラウン

ドとしては南側にもありますので、もし運

動会等で必要であればそちらの方を使って

いただきたいというような思いはありまし

た。ただ片田地区か、神明町地区かちょっ

と忘れましたんですが、「さいとう焼きで

今まで使っていたんですが」というような

お話があったんですが、それについても

「場所については検討してください」と直

接はないんですが、そういうようなお話を

したことがございます。 

  以上です。 

○大沼 久議長 １番、我妻 昇議員。 

○１番 我妻 昇議員 商工観光課長もそれ

でいいですか。なかったですか、そういう

要望ですとか。なかったらいいですけれど

も。 

○大沼 久議長 那須宗一商工観光課長。 

○那須宗一商工観光課長 お答えいたします。 

  直接私どものところにはございませんで
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したが、これまでの利用の形態などからそ

ういった部分についての配慮をどうしたら

いいのかなというふうな内部での議論はご

ざいました。 

○大沼 久議長 １番、我妻 昇議員。 

○１番 我妻 昇議員 まず駐車場にするこ

とはまずおおむね市民は理解していらっし

ゃるんだと思います。一部お祭りですとか、

近所の方が困るかもしれませんけれども、

まず舗装には皆さんの理解があるんだろう

と思います。 

＋

  バスケットのハーフコートなんかもつく

るということですが、駐車場以外にもそう

いう利用をするとすれば、バスケットのハ

ーフアンドハーフというのですか、そうい

うスポーツする若い人たちとかいらっしゃ

るわけで、駐車場以外の今後の利用ですと

か、あとお祭りなりそういう観光シーズン

にそういうふうな利用をしている人と駐車

を利用している人たちの場所の取り合いと

いうのでしょうか。そういったトラブルと

かも考えられなくもないなと思うんですが、

そこら辺は商工観光課長いかがですか。 

○大沼 久議長 那須宗一商工観光課長。 

○那須宗一商工観光課長 お答え申し上げま

す。 

  議員ご指摘のとおりバスケットのリンク

なども設置いただくわけですので、そうい

った可能性はないとは言い切れない部分だ

というふうに思います。ただつつじまつり

の期間中についてはあの部分に露店の設置

もございます。そのほか駐車場としての利

用というふうになるわけでございますので、

積極的にＰＲをしながらご理解をいただく

ようにしてまいりたいというふうに思って

おります。 

○大沼 久議長 １番、我妻 昇議員。 

○１番 我妻 昇議員 あと昨年の駐車場の

トラブルは、私は警察から注意を受けなか

ったかというふうに壇上で言ったと思うん

ですが、例えばとめ方で出られなくなった

り、それで警察に言った人がいたのか、あ

とは路上駐車してしまって警察が。よくわ

からないんですが、そういうことを記憶し

ているのです。それはなかったですか。つ

つじまつり期間中だと思うんですが、お願

いします。 

○大沼 久議長 那須宗一商工観光課長。 

○那須宗一商工観光課長 私のところに報告

は来なかったわけでございますが、もし我

妻議員のお耳に入っているとすれば整理を

されている作業員なり整理員の方の間では

あったのかなというふうに思います。そう

いった意味で今回の整備によりまして、き

ちんとした区画線なども整備いたしますし、

あと出入り口についても今回は交通に配慮

した形でタス側からではなく山形新聞社さ

んの方からというふうにしていくというふ

うな考え方を持っておりますので、これま

でよりはそういったトラブルといいますか、

苦情なども少なくなるのかなというふうに

考えているところでございます。 

○大沼 久議長 １番、我妻 昇議員。 

○１番 我妻 昇議員 私は、聞いた話なん

で確かかどうかというのがわからないんで

すが、何か注意を受けたというふうに聞き

ました。駐車場の案内が不備じゃないかと

いうようなことを言われたらしいんです。

あと先ほどの市民の利用で、ある程度の困

りごとというのですか、トラブルもないわ

けではないんだと。今後観光客と市民がバ

スケットコートなんかを利用したときのト

ラブルも可能性がないことはないんだとい

うことは、やっぱり管理しなくてはいけな

いと私は思うんです。ほかの観光地で、置

賜には花観光としては駐車場の料金取って

―１２３― 



 

＋

＋ ＋

いるところはないとおっしゃいましたけれ

ども、白鷹の釜の越なんかでも再三にわた

り検討はしていらっしゃると思いますよ。

１万4,000台来るんですね、釜の越には。１

万4,000台から例えば100円取れば140万円に

なるんだと。それである程度の整備もでき

るし、管理もできるんだというような話も

していらっしゃると思います。例えば福島

の三春の滝桜なんかは500円だったかな、

500円だったかの駐車料金を取って髄分歩か

せられるわけですけれども、あれは2,000万

円の駐車料金が入るということでした。そ

れによっていろいろな整備、管理、そうい

った例えばトラブルがなくなるようにとい

うことを工夫していらっしゃるだろうし、

あとは売り上げの中を一部を使って新たな

観光事業に取り組むだとか、そういうこと

もしていらっしゃるのではないかなと思い

ます。私は期間中だけでもここを有料化と

いうのでしょうか。例えば観光協力金です

とか、環境協力金ですとか、いろいろな協

力金という形もあり得るのではないかなと

私は思うんです。先ほど商工観光課長が公

園全体としては委託も将来あるんではない

かということですが、公園全体ということ

は駐車場も含めてですよね。そうしたらも

しも委託を受けた方が料金取りたいといっ

た場合はそれは可能なんですか。 

○大沼 久議長 那須宗一商工観光課長。 

○那須宗一商工観光課長 料金の徴収までに

ついてはまだ検討しているわけではござい

ませんけれども、指定管理者制度の導入に

当たってどのように考えていくかというこ

とについてはまだ検討しておりませんので、

ちょっとお答えはできかねます。私どもの

方といたしましては、料金徴収を料金をい

ただくという部分まで踏み込むとすれば、

どういった課題があるかという部分をきち

んと整理をしていかないと難しいのではな

いかなということで、先ほど市長からもご

ざいましたとおり、18年度はその部分につ

いて検討していこうというふうに考えてい

るというふうなことでございます。 

○大沼 久議長 １番、我妻 昇議員。 

○１番 我妻 昇議員 市長も検討してくれ

るという答弁をいただきましたし、各課長

の方からも検討するんだと。ちょっと今年

度はもちろん難しいわけですけれども、今

後いろいろな面からメリット、デメリット

を考えたり、採算が取れるのか。また料金

取るとすればさらに投資しなくてはいけな

いというようなこともあるだろうしという

ことですので、ぜひそういった答弁ですの

で、しっかりと検討していただきたいと思

います。去年の９月議会でも申し上げまし

たが、検討するといって何らどうなったの

かわからないこともありましたので、ぜひ

その結果、状況などもお知らせいただけれ

ば幸いだと思います。 

  まちなか観光についてですが、先ほどの

例を出しましたけれども、非常に危ない光

景だったのですが、車の若い人だったでし

ょうかね。車を運転している人にとっては、

歩道もないのに２列にも３列にもなってわ

いわい指差しながら歩いているというのは、

車の人にとってはやっぱり迷惑だと感じた

んでしょう。そこを猛スピードであおった

わけですけれども、これは今のうちから協

力体制取らないと、これは同じことが起こ

ります。500人から600人の観光客がまちな

かに来るだろうという答弁でしたが、この

方が気分よく帰って、ここはいいまちだっ

たということを宣伝してくれるわけですか

ら、商店街の人はもちろん声をかけましょ

うということですとか、あと子供たちにも

笑顔で子供たちがあいさつしてくれたとい
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  ぜひご提案の趣旨はわかりますので、そ

れもこれも一つ一つ改善をしていくという

ことですから、まさに市民の皆さんのいろ

いろな皆さんのご協力を得るようにこちら

もお願いをしながら一緒にやりましょうと。

そしていい気持ちでまた帰ってきてまた来

ていただければ商売にもつながりますし、

地域振興にもつながるし、まちづくりにな

るんですからということをねばり強くお話

をしてご協力をいただけるようにしていき

たいと思います。 

うようなことは都会の人にとっては非常に

新鮮でいい思い出として残るわけですから、

市をあげて広報活動をしていただきたいな

と思います。何かまちなかを歩いているの

に商店街の人がだれも出てこない、閑散と

していて、しかも目も合ったのにあいさつ

もしないというのと、「よく来ておごやっ

たな」とか、「また来てごえな」というよ

うな声をかけられたというのと雲泥の差が

あるわけですから、そこを今のうちからし

ないと、４月のことですから、もう遅いの

ではないかなと思うくらいで、そこの市長

の答弁をいただきたいのと、あと桜シンポ

ジウムについては随分遅くなったので、こ

れからどうするかということですが、とに

かく縦割り行政にならないように、ほかの

団体とよく協議をしていただきたいと思い

ます。市長の答弁をお願いします。 

 

 

  髙橋孝夫議員の質問 

 

 

○大沼 久議長 次に、順位９番、議席番号

11番、髙橋孝夫議員。 

○大沼 久議長 目黒栄樹市長。    （11番髙橋孝夫議員登壇）（拍手） 

○目黒栄樹市長 全くおっしゃる真意はわか

ります。それでせっかくこの桜シンポジウ

ムもまちなかを歩いてもらいたいと。フッ

トパスのルートも歩いてもらいたいと。そ

れからあれもそうですね、全国のもう一つ

のシンポジウムもそういうことですから、

ただ車進入禁止というわけにはなかなかこ

れもいかないわけで、これは警察の許可が

必要ですし、それはそう簡単にできる話で

もありませんし、時間帯すべてやっぱり黒

獅子みたいにある時間帯だってかなり大変

なわけですからね。そういったところで周

知徹底して、それから商店街の皆さんにも

ひとつご協力を願って、女性団体の皆さん

にも協力を願って、その皆さんと連携を取

るような１回集まりをしてと、そういう準

備をしてというようなところをまずことし

はしっかりやらなきゃいかんのではないか

なというふうに思います。 

○１１番 髙橋孝夫議員 ご苦労さまでござ

います。お疲れだと思いますが、しばらく

おつき合いをいただきたいと思います。 

＋

  私は、市民生活の向上を願いながら一般

質問を行います。 

  通告をしております３点について順次質

問申し上げますので、丁寧で明快な答弁を

いただきますようにお願いをしておきたい

と思います。 

  質問の第１は、まちづくり基本条例につ

いてです。 

  本定例会に長井市まちづくり基本条例の

制定が提案をされています。平成18年度施

政方針では、「市民の皆さんがそれぞれ能

力を発揮し、市政に参画していただける仕

組みを一層つくっていきたいと思います。

今議会に上程しておりますまちづくり基本

条例では、まちづくりの基本理念や市民と

行政の役割などを示し、市民との協働につ
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